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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

外
交
も
焦
点
、異
例
の
大
統
領
選
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
め
ぐ
り
対
立
鮮
明

「
同
盟
第
一
」か「
米
国
第
一
」か

　

11
月
5
日
の
米
大
統
領
選
ま
で
半
年
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
闘
、

中
国
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
艦
艇
へ
の
妨
害
活
動
な
ど
、
緊
迫
す
る
国

際
情
勢
を
受
け
、
外
交
が
大
き
な
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
の
大

統
領
選
で
は
異
例
の
展
開
だ
。
欧
州
、
中
東
、
ア
ジ
ア
の
3
正
面
へ

の
対
応
を
強
い
ら
れ
て
い
る
バ
イ
デ
ン
大
統
領
（
民
主
党
）
に
対
し
、

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
（
共
和
党
）
は
「
私
な
ら
戦
争
は
起
き
て
い
な

い
」
と
批
判
、
論
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
今
回
は
両
氏
の
外
交
を

分
析
し
て
み
た
い
。

「
新
時
代
」
の
同
盟
確
認

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
「
私
が
大
統
領
に
就
任
し
た
と
き
、
米
国
は
民

主
主
義
的
な
同
盟
関
係
を
再
構
築
す
る
と
言
っ
た
。
日
本
と
の
関
係

は
そ
の
強
い
証
拠
だ
。
こ
の
3
年
間
で
、
日
米
は
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。
岸
田
（
文
雄
）
首
相

の
勇
気
あ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
お
か
げ
だ
。
心
か
ら
そ
う
思
う
。

バイデン政権

定点
観測
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日
米
同
盟
は
全
世
界
の
道
標
と
な
っ
て
い
る
。
日
米
両
国
が
共
に
で

き
る
こ
と
に
限
界
は
な
い
。
あ
な
た
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
友
情
に

感
謝
す
る
」

　

岸
田
首
相
「
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
私
は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く

会
談
を
し
、私
た
ち
が
い
か
に
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、
日
米
の
連
携
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
、
こ
う
し
た
こ
と
に

つ
い
て
確
認
を
し
て
き
た
。
国
際
社
会
は
、
歴
史
的
な
転
換
点
に
あ

る
。『
今
こ
そ
日
米
両
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
真

価
を
発
揮
す
べ
き
時
だ
。
人
間
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
世
界
を
作
る
責

任
を
と
も
に
話
そ
う
。
日
本
は
常
に
米
国
と
と
も
に
あ
る
』
と
伝
え

た
」

　

4
月
10
日
、国
賓
待
遇
で
米
国
に
招
い
た
岸
田
首
相
と
の
会
談
後
、

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
共
同
記
者
会
見
で
日
米

関
係
を
「
無
限
（no lim

it

）」
の
同
盟
と
強
調
し
た
。
一
方
の
岸
田

首
相
が
語
っ
た
「
米
国
と
と
も
に
あ
る
」
は
「stand firm

 w
ith 

the U
nited States

」
と
訳
さ
れ
た
。「
米
国
と
と
も
に
あ
る
」
は

安
倍
晋
三
元
首
相
が
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
に
語
っ
て
い
た
言
葉
と
合

致
す
る
。
苦
楽
を
と
も
に
す
る
、
と
い
う
意
味
合
い
だ
ろ
う
。
か
つ

て
小
泉
純
一
郎
首
相
も
「stand by you

」
と
い
う
表
現
で
「
米
国

を
支
持
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

い
ず
れ
も
米
国
が
困
難
に
立
ち
向
か
う
と
き
だ
っ
た
。
小
泉
時
代

は
ブ
ッ
シ
ュ
子
大
統
領
が
米
同
時
多
発
テ
ロ
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦

争
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
直
面
し
て
い
た
。
安
倍
時
代
は
北
朝
鮮
が
米
国

ホワイトハウスに一堂に会したバイデン米大統領（中央）と岸田文雄首相（右）、マルコ
ス・フィリピン大統領（左）＝2024年４月11日、ホワイトハウスのフェイスブックから
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本
土
を
射
程
と
す
る
核
弾
頭
搭
載
可
能
と
み
ら
れ
る
大
陸
間
弾
道
ミ

サ
イ
ル
（
I
C
B
M
）
の
発
射
に
こ
ぎ
つ
け
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
核
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
欧
州
、
中

東
、
ア
ジ
ア
で
の
3
正
面
の
戦
争
や
脅
威
に
対
応
し
て
い
る
。
岸
田

首
相
の
発
言
は
米
国
に
対
す
る
「
友
情
の
誓
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

米
国
が
窮
地
に
陥
っ
て
い
る
の
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
外
交
戦
略

か
ら
読
み
取
れ
る
。バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
岸
田
首
相
と
の
会
談
翌
日
、

時
を
同
じ
く
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
招
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ル
コ
ス

大
統
領
と
も
会
談
し
、
さ
ら
に
史
上
初
の
岸
田
・
バ
イ
デ
ン
・
マ
ル

コ
ス
の
日
米
比
3
カ
国
首
脳
会
議
を
主
催
し
た
。
ま
た
、
す
で
に
あ

る
米
英
豪
の
安
全
保
障
枠
組
み
「
A
U
K
U
S
（
オ
ー
カ
ス
）」
は
、

先
端
防
衛
技
術
分
野
で
新
た
に
日
本
と
協
力
を
進
め
る
こ
と
を
表
明

し
た
。
日
米
豪
印
の
枠
組
み
「
Q
U
A
D
（
ク
ア
ッ
ド
）」
も
す
で

に
定
例
化
さ
れ
て
い
る
。

　

強
大
な
軍
事
力
と
経
済
力
を
米
国
が
誇
っ
た
東
西
冷
戦
時
代
、
西

側
の
同
盟
は
「
垂
直
同
盟
」
の
色
彩
が
濃
か
っ
た
。
ソ
連
と
の
核
軍

拡
競
争
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
も
、
当
時
の
米
国
に
は
北

大
西
洋
条
約
機
構
（
N
A
T
O
）
や
ア
ジ
ア
の
同
盟
国
を
守
る
だ
け

の
力
が
あ
っ
た
。
そ
の
傘
の
下
で
同
盟
国
は
自
国
の
国
益
を
最
大
化

し
て
き
た
。
1
9
9
1
年
の
ソ
連
の
崩
壊
で
冷
戦
に
終
止
符
が
完
全

に
打
た
れ
、
米
国
は
世
界
の
唯
一
の
超
大
国
に
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
も
10
年
と
も
た
な
か
っ
た
。
2
0
0
1
年
に
起
き

た
米
同
時
多
発
テ
ロ
と
そ
れ
に
続
く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
、
国
際

社
会
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
始
め
た
イ
ラ
ク
戦
争
の
長
期
化
で
米
国

は
疲
弊
し
て
い
っ
た
。
イ
ラ
ク
か
ら
の
撤
退
は
2
0
1
1
年
、
ア
フ

ガ
ン
か
ら
は
さ
ら
に
10
年
か
か
っ
た
。
そ
の
間か
ん

隙げ
き

を
縫
っ
て
中
国
が

台
頭
し
、
冷
戦
に
敗
れ
た
ロ
シ
ア
が
復
活
。
米
国
の
国
力
は
相
対
的

に
低
下
し
た
。
今
や
、
米
国
が
同
盟
国
の
力
を
借
り
て
国
益
を
守
る

立
場
に
あ
る
。

「
ミ
ニ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
バ
イ
デ
ン
政
権
の
「
同
盟
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
」
は
、
小
規
模
な
グ
ル
ー
プ
化
を
柱
と
す
る
「
ミ
ニ
ラ
テ
ラ

リ
ズ
ム
」
と
言
わ
れ
る
。
2
国
間
の
「
バ
イ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
」、
多

国
間
の
「
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
中
間
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
を

命
名
し
た
米
外
交
誌
「
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
」
は
、「
国
連
や

世
界
貿
易
機
関
（
W
T
O
）
の
よ
う
な
大
規
模
で
動
き
が
鈍
い
伝
統

的
な
多
国
間
機
関
で
は
な
く
、
利
害
を
共
有
す
る
、
よ
り
小
規
模
で

的
を
絞
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
国
際
協
調
の
形
態
を
指
す
」
と
説
明

し
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
が
追
求
す
る
こ
の
「
ミ
ニ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
」
は
、

冷
戦
後
の
世
界
秩
序
が
い
か
に
分
断
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
を
示
し
て
い

る
。
伝
統
的
な
米
国
の
外
交
手
法
は
、
米
国
人
が
殺
害
さ
れ
た
場
合

な
ど
に
自
衛
権
を
行
使
し
た
場
合
を
除
い
て
、
困
難
で
あ
っ
て
も
他

国
へ
の
軍
事
介
入
や
武
力
行
使
に
は
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
武
力
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容
認
決
議
を
採
択
し
よ
う
と
ま
が
り
な
り
に
も
努
力
し
て
き
た
。

2
0
1
1
年
に
N
A
T
O
が
リ
ビ
ア
に
軍
事
介
入
す
る
際
も
国
連
安

保
理
の
決
議
を
求
め
た
。

　

し
か
し
、
オ
バ
マ
政
権
後
期
に
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
「
イ
ス
ラ
ム
国

（
I
S
）」
が
台
頭
し
た
際
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
で
の
武

力
行
使
を
容
認
し
た
連
邦
議
会
で
の
過
去
の
決
議
な
ど
を
根
拠
に
攻

撃
を
開
始
し
た
。
テ
ロ
撲
滅
に
賛
同
す
る
N
A
T
O
、
豪
州
、
中
東

諸
国
な
ど
を
加
え
た
有
志
連
合
を
結
成
し
て
空
爆
を
今
な
お
継
続
し

て
い
る
。バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
手
法
は
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
も
の
だ
。

有
事
や
緊
急
時
の
際
に
編
成
さ
れ
る
部
隊
は
、
国
連
中
心
の
平
和
維

持
活
動
や
多
国
籍
軍
で
は
な
く
、
米
国
中
心
の
「
有
志
連
合
」
を
念

頭
に
置
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
大
小
の
グ
ル
ー
プ
の
枠
組
み
を
「
格
子
状
（
ラ
テ
ィ
ス

ワ
ー
ク
）」
に
張
り
巡
ら
せ
る
こ
と
で
、
力
の
強
度
を
分
散
さ
せ
、

米
国
ば
か
り
が
重
荷
を
背
負
う
事
態
を
避
け
る
狙
い
が
あ
る
。
ア
ジ

ア
で
進
め
る
「
ラ
テ
ィ
ス
戦
略
」
の
一
環
が
、
今
回
の
日
米
、
米
比
、

日
米
比
の
連
携
強
化
に
表
れ
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
昨
年
8

月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
の
大
統
領
別
荘
キ
ャ
ン
プ
デ
ー
ビ
ッ
ド
に
岸

田
首
相
と
韓
国
の
尹ユ
ン

錫ソ
ン

悦ニ
ョ
ル

大
統
領
を
招
き
、
日
米
韓
首
脳
会
談
を

主
催
し
て
い
る
。
米
韓
間
で
は
拡
大
抑
止
の
強
化
も
図
っ
た
。

　

た
だ
し
、「
ミ
ニ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
」
も
弱
点
は
あ
る
。
利
害
を
共

有
す
る
小
規
模
集
団
で
あ
れ
ば
内
部
対
立
は
抑
制
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
抑
止
力
の
観
点
で
あ
り
、
有
事
の
際
の

バイデン政権のインド太平洋戦略の枠組み

※太線は同盟関係、
　点線は友好関係

中国・北朝鮮・ロシア

※写真は公式ホームページなどから

日米豪印（クアッド）
日米韓
日米フィリピン
米英豪（オーカス）＋日

バイデン政権のインド太平洋戦略の枠組み

日本

米国

韓国

英国

インド

フィリピン

オーストラリア
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対
処
力
と
な
る
と
疑
問
符
が
つ
く
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
太
平
洋
で
の

米
国
の
「
ラ
テ
ィ
ス
戦
略
」
は
、
イ
ン
ド
を
除
く
各
国
が
い
ず
れ
も

米
国
の
同
盟
国
だ
が
、
そ
れ
ら
同
盟
国
同
士
の
つ
な
が
り
は
ま
だ
ら

だ
。
例
え
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
国
が
南
シ
ナ
海
で
交
戦
し
た
場
合
、

米
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
の
役
割
を
担
う
が
、
日
本
に
そ
の
義
務
は

な
い
。
結
束
力
に
は
限
界
も
あ
る
。

今
に
似
る
「
大
平
・
カ
ー
タ
ー
」
時
代

　

歴
代
政
権
は
1
期
目
で
ど
の
よ
う
な
外
交
を
展
開
し
、
そ
の
成
果

を
残
し
、
2
期
目
に
つ
な
げ
た
か
、
ま
た
は
つ
な
げ
ら
れ
な
か
っ
た

か
を
見
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
以
降
を
対
象
と
し

た
い
。
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
は
ニ
ク
ソ
ン
流
の
外
交
を
手
本
の
一

つ
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
一
方
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
辞
任

し
た
ニ
ク
ソ
ン
氏
に
代
わ
っ
て
副
大
統
領
か
ら
昇
格
し
た
フ
ォ
ー
ド

大
統
領
は
、在
任
期
間
が
2
年
5
カ
月
と
い
う
短
期
間
だ
っ
た
た
め
、

論
評
対
象
か
ら
は
外
し
た
。
も
っ
と
も
訪
日
を
果
た
し
た
初
の
米
大

統
領
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
。

　

別
表
の
よ
う
に
、
ニ
ク
ソ
ン
氏
以
降
、
対
象
と
し
た
大
統
領
で
再

選
を
果
た
し
た
の
は
5
人
（
ニ
ク
ソ
ン
、
レ
ー
ガ
ン
、
ク
リ
ン
ト
ン
、

ブ
ッ
シ
ュ
子
、
オ
バ
マ
の
各
氏
）、
敗
北
し
て
1
期
で
去
っ
た
の
は

3
人
（
カ
ー
タ
ー
、
ブ
ッ
シ
ュ
父
、
ト
ラ
ン
プ
の
各
氏
）
だ
。
党
派

構
成
で
は
再
選
組
が
共
和
3
，
民
主
2
、
敗
戦
組
が
共
和
2
、
民
主

1
だ
。
多
く
の
大
統
領
が
1
期
目
に
外
交
成
果
を
残
し
て
い
る
が
、

大統領名 政党 １期目の外交成果 選挙結果

ニクソン 共和
電撃的に中国を訪問し対立から和解にかじを切る一方、ソ連とは核軍
縮交渉で合意し「緊張緩和」へ。ベトナム戦争ではカンボジアに戦火
を拡大

再選

カーター 民主 エジプトとイスラエルの和平合意を仲介。一方、イランの米大使館人
質事件やソ連によるアフガニスタン侵攻などの重圧にさらされた 敗北

レーガン 共和 中距離核ミサイルの配備が加速し冷戦が激化。ソ連を「悪の帝国」と
呼び、軍事力の強化に注力 再選

ブッシュ父 共和 東西冷戦を終結に導く。クウェートに侵攻したイラクに対して多国籍
軍を結成し、湾岸戦争の勝利を主導 敗北

クリントン 民主 北朝鮮の核開発疑惑を巡り、開発の凍結の見返りに軽水炉建設と重油
供与を約束する枠組み合意を締結 再選

ブッシュ子 共和 米同時多発テロを機に世界的な「対テロ戦争」を開始。当初は国際社
会を結集させたが、イラク戦争の開始と泥沼化で威信失墜 再選

オバマ 民主 「核なき世界」に向けた活動でノーベル平和賞受賞。イラク戦争を終結
させ、同時多発テロ首謀者のウサマ・ビンラディン殺害作戦を許可 再選

トランプ 共和 パリ協定など多くの国際的な枠組みから離脱。ロシアとの戦略兵器削
減条約（新START) も破棄。中国などとの貿易戦争を激化させた 敗北

２期目を目指した米大統領の外交と選挙結果

※ニクソン氏以降。ニクソン氏の辞任で就任したフォード氏は在任２年余のため除いた。写真はホワイトハウスの公式
ページから
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逆
に
失
政
が
際
立
つ
の
が
、
民
主
党
の
カ
ー
タ
ー
氏
と
共
和
党
の
ト

ラ
ン
プ
氏
だ
ろ
う
。

　

今
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
は
、
1
9
7
9
年
当
時

の
カ
ー
タ
ー
氏
に
似
て
い
る
。
イ
ラ
ン
で
の
革
命
の
勃
発
を
受
け
て

11
月
に
テ
ヘ
ラ
ン
の
米
国
大
使
館
の
職
員
が
人
質
に
な
る
事
件
が
起

き
た
。
米
国
は
相
次
い
で
対
イ
ラ
ン
経
済
制
裁
を
発
動
す
る
が
、
日

本
政
府
の
対
応
は
鈍
く
、
だ
ぶ
つ
い
た
石
油
を
日
本
企
業
が
高
値
で

買
い
占
め
、
こ
れ
に
米
国
が
激
怒
し
た
。
さ
ら
に
12
月
に
は
ソ
連
が

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
、米
ソ
間
の
「
デ
タ
ン
ト
（
緊
張
緩
和
）」

は
霧
消
し
、
対
立
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
米
国
は
日
本
な
ど
同
盟
国

に
防
衛
費
増
額
を
強
く
迫
っ
た
。

　

当
時
の
大
平
正
芳
首
相
は
「
自
由
世
界
は
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
防
衛
力
の
整
備
を
進
め
て
日
米
安
保
条
約
の
誠
実
な
運
営
に
努

め
て
い
く
」
と
述
べ
、
1
9
8
0
年
4
月
、
①
日
米
安
保
の
円
滑
か

つ
効
果
的
な
運
用
②
自
衛
力
の
着
実
な
整
備
③
国
際
社
会
へ
の
平
和

と
安
定
の
た
め
の
貢
献
─
─
を
柱
と
す
る
「
防
衛
力
増
強
3
原
則
」

を
決
定
し
、
米
国
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
。
大
平
首
相
は
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
で
の
昼
食
会
で
「
米
国
は
も
は
や
大
国
で
は
な
い
。
そ
の
米
国

が
困
っ
て
い
る
場
合
、日
本
が
手
を
差
し
伸
べ
る
の
は
当
然
の
こ
と
」

と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
う
し
て
迎
え
た
5
月
1
日
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
日
米
首
脳
会
談

で
大
平
首
相
は
カ
ー
タ
ー
大
統
領
に
こ
う
伝
え
て
い
る
。「
日
本
は

西
側
諸
国
の
主
要
国
と
し
て
責
任
を
果
た
す
。
と
く
に
苦
し
い
立
場

に
あ
る
米
国
と
は
『
共
存
共
苦
』
の
姿
勢
で
行
く
。
米
国
も
平
和
的

手
段
で
問
題
の
解
決
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
」。
対
イ
ラ
ン
禁
輸

措
置
や
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
参
加
の
決
定
を
米
国
は
高
く

評
価
し
た
と
い
う
。
大
平
首
相
は
周
辺
に
「
米
国
は
、
け
な
げ
に
も

自
由
主
義
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
る
。
そ
れ
が
ど
ん
な
に
大
変

な
こ
と
か
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
岸
田
首
相
の
訪
米
は
、
当
時
の
様
子
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ

る
。
上
下
両
院
合
同
会
議
で
の
演
説
で
首
相
は
こ
う
述
べ
た
。「
ほ

ぼ
独
力
で
国
際
秩
序
を
維
持
し
て
き
た
米
国
。
孤
独
感
や
疲
弊
を
感

じ
て
い
る
米
国
の
国
民
の
皆
様
に
、
私
は
語
り
か
け
た
い
。
そ
の
よ

う
な
希
望
を
一
人
双
肩
に
背
負
う
こ
と
が
い
か
な
る
重
荷
で
あ
る
の

か
、
私
は
理
解
し
て
い
る
。
世
界
は
米
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
当

て
に
し
て
い
る
が
、
米
国
は
、
助
け
も
な
く
、
た
っ
た
一
人
で
、
国

際
秩
序
を
守
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
理
由
は
な
い
」

　

だ
が
、
振
り
返
っ
て
、
冷
戦
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
一
身
に
浴
び
た

カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
、「
強
い
ア
メ
リ
カ
」
を
標
ぼ
う
す
る
共
和
党

の
レ
ー
ガ
ン
氏
に
敗
れ
た
。
そ
も
そ
も
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵

攻
を
阻
止
で
き
ず
、
人
質
の
救
出
に
も
失
敗
し
、
信
頼
を
失
っ
た
。

今
に
戻
っ
て
バ
イ
デ
ン
氏
も
同
じ
境
遇
に
あ
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
阻
止
で
き
ず
、
中
東
で
も
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン

の
双
方
に
手
を
焼
い
て
い
る
。
た
と
え
、
同
盟
国
の
支
持
を
得
ら
れ

て
も
、
国
民
の
不
信
は
根
強
く
あ
る
。「
カ
ー
タ
ー
・
パ
タ
ー
ン
」

の
懸
念
は
く
す
ぶ
る
。
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「
レ
ー
ガ
ン
・
ト
ラ
ン
プ
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ど
う
だ
ろ
う
。
1
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
外
交
を
見
る

限
り
、
手
法
は
先
人
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
や
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
緊
張
下
の
米
ソ
関
係
を
「
デ

タ
ン
ト
」
に
持
ち
込
む
一
方
で
、電
撃
的
な
北
京
訪
問
を
実
現
さ
せ
、

中
国
と
の
関
係
正
常
化
に
動
い
た
。
一
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
戦

線
を
隣
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
拡
大
し
た
こ
と
は
泥
沼
化
を
象
徴
す
る
も

の
で
、
世
論
の
批
判
を
浴
び
た
。
ソ
連
に
「
核
の
脅
し
」
を
仕
掛
け

て
譲
歩
を
引
き
出
す
綱
渡
り
的
な
手
法
は
、
後
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
北

朝
鮮
に
取
っ
た
の
と
同
じ
だ
。

　

ソ
連
を
「
悪
の
帝
国
」
と
呼
ん
で
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
レ
ー

ガ
ン
氏
も
ま
た
、
軍
事
力
を
強
化
す
る
一
方
で
外
交
に
進
ん
だ
。
有

名
な
の
が
、
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
（
I
N
F
条
約
）
の
交
渉
に

向
け
た
戦
略
で
、対
話
と
配
備
を
両
輪
と
す
る
「
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク
」

だ
。
軍
縮
交
渉
を
ソ
連
に
呼
び
掛
け
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ

ば
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
を
欧
州
に
配
備
す
る
と
い
う「
圧
力
と
対
話
」

の
外
交
を
展
開
。
ソ
連
側
の
政
策
転
換
も
あ
り
、
結
果
的
に
成
功
し

た
。
失
敗
に
は
な
っ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
こ
れ
を
北
朝
鮮
と
の
交

渉
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
。

　

共
和
党
は
今
、
伝
統
的
な
国
際
主
義
派
と
、「
米
国
第
一
」
の
孤

立
主
義
派
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
が
、
米

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
の
マ
シ
ュ
ー
・
ク
ロ
ー
ニ
グ
教
授
は
「
共
和

党
は
実
際
に
は
外
交
・
防
衛
政
策
の
中
核
的
な
原
則
に
お
い
て
結
束

を
保
っ
て
い
る
」
と
し
、共
和
党
の
外
交
政
策
を
特
徴
付
け
る
の
は
、

レ
ー
ガ
ン
主
義
と
ト
ラ
ン
プ
主
義
が
混
ざ
り
合
う「
ト
ラ
ン
プ
・
レ
ー

ガ
ン
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
現
象
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
両
氏
と
も
「
力

に
よ
る
平
和
」
を
信
奉
し
、「
米
国
を
再
び
偉
大
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
た
。

　

レ
ー
ガ
ン
氏
が
目
指
し
た
の
は
、「
敵
対
国
の
挑
戦
を
く
じ
く
だ

け
の
軍
事
力
の
強
化
」
で
あ
り
、「
我
々
が
勝
ち
、
相
手
が
負
け
る
」

と
い
う
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
。
だ
が
、
現
在
は
違
う
。
共
和
党

の
強
硬
派
は
東
西
冷
戦
に
勝
利
し
た
よ
う
に
、
中
国
に
対
し
て
も
勝

利
す
る
と
い
う
姿
勢
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
西
太
平
洋
で
起
き
る

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
米
兵
に
死
者
を
出
す
の
は
ご
め
ん
だ
と
考
え

て
い
る
。
新
興
国
と
途
上
国
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
の
影
響

力
が
高
ま
り
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
は
世
界
の
分
極
化
を
望
ん
で
い

な
い
。

　

共
和
党
内
も
実
際
に
は
割
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
顕
著
な
の
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
だ
。
レ
ー
ガ
ン
派
は
米
国
の
国
際
的
な
役
割
と
し
て

支
援
の
重
要
性
を
訴
え
る
。
一
方
の
ト
ラ
ン
プ
派
は
米
国
の
直
接
の

利
益
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
し
て
支
援
撤
回
も
辞
さ
な
い
。
こ
の
構

図
は
、
お
そ
ら
く
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
し
て
大
統
領
に
な
っ
た
と
し

て
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。ト
ラ
ン
ピ
ス
ト
は
伸
長
す
る
だ
ろ
う
が
、

「
世
界
を
け
ん
引
す
る
米
国
」
を
標
ぼ
う
す
る
人
々
が
に
わ
か
に
衰

退
す
る
と
は
思
え
な
い
。
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
代
わ
り
を
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中
国
が
担
え
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

気
候
変
動
対
策
の
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
な
ど
国
際
的
な
協
調
路

線
か
ら
ト
ラ
ン
プ
氏
が
独
善
的
に
離
脱
し
た
こ
と
は
、
共
和
党
の
孤

立
主
義
に
は
歓
迎
さ
れ
た
が
、
共
和
党
全
体
の
支
持
を
得
ら
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
形
式
的
な
振
る
舞
い
で
は

な
く
、
い
か
に
国
際
社
会
の
安
定
を
損
な
わ
ず
に
米
国
の
負
担
を
減

ら
し
、
国
益
を
最
大
化
さ
せ
て
い
く
か
だ
。
そ
の
点
に
つ
い
て
ト
ラ

ン
プ
政
権
に
包
括
的
な
戦
略
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

現
職
が
2
期
目
を
逃
し
た
例
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
父
大
統
領
（
共
和

党
）
が
い
る
。
前
任
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
路
線
を
敷
い
た
と
は
い

え
、
マ
ル
タ
会
談
で
の
冷
戦
終
結
表
明
や
「
新
世
界
秩
序
」
構
築
の

目
標
、
ま
た
、
湾
岸
戦
争
を
軍
事
・
外
交
の
両
面
で
成
功
さ
せ
た
実

績
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
初
は
再
選
確
実
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
決

し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
結
局
は
経
済
政
策
の
失
敗
か
ら
政
権
の
座

を
追
わ
れ
る
。
外
交
の
輝
か
し
い
実
績
が
あ
っ
て
も
、
国
内
政
策
の

成
否
が
選
挙
結
果
を
左
右
す
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

共
通
す
る
「
ア
ジ
ア
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

　

最
後
に
、バ
イ
デ
ン
外
交
と
ト
ラ
ン
プ
外
交
を
比
較
し
て
み
た
い
。

数
多
く
の
相
違
点
が
あ
る
が
、
わ
ず
か
だ
が
類
似
点
も
あ
る
。
例
え

ば
、
イ
ン
ド
太
平
洋
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
N
A
T
O
と
い
う

既
存
の
安
全
保
障
の
枠
組
み
が
あ
る
欧
州
と
は
異
な
り
、
中
国
の
台

頭
が
著
し
い
ア
ジ
ア
に
は
同
じ
よ
う
な
枠
組
み
が
な
い
。
こ
の
た
め

米
政
府
内
で
構
想
さ
れ
た
の
が
、
先
に
述
べ
た
「
ラ
テ
ィ
ス
戦
略
」

に
基
づ
く
ミ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。
イ
ン
ド
太
平
洋
で

の
新
た
な
試
み
は
「
ア
ジ
ア
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
も
呼
ば
れ
、
両
氏

に
共
通
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
地
域
を
管
轄
す
る
「
ア

ジ
ア
太
平
洋
軍
」
の
名
称
を
「
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
」
に
改
め
、
新
た

に
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
抑
止
力
を
高
め
る
目
的
の
特
別
枠
を
国
防

予
算
に
設
け
た
。
頓
挫
は
し
た
も
の
の
、日
米
豪
印
の
「
ク
ア
ッ
ド
」

を
軸
に
安
全
保
障
の
色
彩
が
強
い
「
N
A
T
O
ア
ジ
ア
版
」
の
構
築

を
模
索
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
「
ア
ジ
ア
・

フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
基
本
的
に
踏
襲
し
、
中
国
に
対
す
る
軍
事
的
優
位

を
維
持
す
る
政
策
を
取
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
通
商
政
策
も
似
る
。
バ
イ
デ
ン
氏
が
副
大
統
領
と
し
て
支

え
た
オ
バ
マ
政
権
時
に
推
進
し
た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
T
P
P
）
協
定
は
、中
国
の
経
済
的
伸
長
に
対
抗
す
る
狙
い
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
よ
り
も
国
内
経
済
に
与
え
る
影
響
の
方
が

大
き
い
と
判
断
し
た
共
和
党
や
民
主
党
左
派
は
、
2
0
1
6
年
大
統

領
選
を
前
に
消
極
姿
勢
に
転
じ
、
そ
の
後
に
誕
生
し
た
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
交
渉
か
ら
離
脱
し
た
。
こ
の
路
線
を
バ
イ
デ
ン
政
権
も
引
き
継

い
で
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
米
国
の
貿
易
赤
字
を
生
み
出
し
て
い
る
相
手
国

に
対
し
て
報
復
関
税
を
課
す
「
貿
易
戦
争
」
に
打
っ
て
出
た
。
主
に
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中
国
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
だ
っ
た
が
、
日
本
や
欧
州
な
ど
の
同
盟
国
も
対

象
に
な
っ
た
。
こ
の
保
護
主
義
的
な
姿
勢
は
バ
イ
デ
ン
政
権
に
も
引

き
継
が
れ
て
い
る
。
電
気
自
動
車
（
E
V
）
を
生
産
す
る
国
内
企
業

向
け
の
補
助
は
、
欧
州
や
日
本
な
ど
の
反
発
を
買
っ
た
。
先
端
半
導

体
の
対
中
輸
出
規
制
も
日
本
を
含
め
た
同
盟
国
に
参
加
を
促
す
な

ど
、
強
引
と
も
い
え
る
対
中
強
硬
策
を
打
ち
出
し
て
き
た
。

　

ど
ち
ら
が
次
の
政
権
の
座
に
つ
い
て
も
、
こ
の
路
線
が
変
わ
る
予

兆
は
な
い
。
対
中
報
復
関
税
を
導
入
し
た
の
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
だ
っ

た
が
、
返
り
咲
き
を
果
た
せ
ば
、「
あ
ら
ゆ
る
輸
入
品
に
一
律
10
%

の
関
税
を
掛
け
る
」「
中
国
か
ら
の
す
べ
て
の
輸
入
品
に
60
%
の
関

税
を
課
す
」
と
豪
語
す
る
。
そ
こ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
バ
イ
デ
ン

大
統
領
も
4
月
17
日
、「
鉄
鋼
の
街
」
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
演
説
し
、

中
国
産
の
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
へ
の
関
税
を
3
倍
に
引
き
上
げ
る

考
え
を
表
明
し
た
。「
貿
易
戦
争
」
は
高
ま
る
ば
か
り
に
な
る
か
も

知
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
外
交
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
違
い
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
中
国
の
習
近
平
政
権
が
よ
っ
て
立
つ
中
国
共
産
党
を
徹
底
的
に
攻

撃
し
た
。
こ
の
た
め
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
は
「
ト
ッ
プ
か
ら
若
手

外
交
官
ま
で
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
対
話
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
」（
中
国

外
交
関
係
者
）
と
言
わ
れ
る
。
一
方
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
「
競
争
」
を

重
視
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
衝
突
に
発
展
し
な
い
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
で
の
米
中
間
の
意
思
疎
通
を
絶
や
さ
な
い
。「
外
交
を
通
じ

て
緊
張
を
管
理
し
て
い
る
」（
同
）
と
い
う
わ
け
だ
。

バイデン氏 トランプ氏

ウクライナ戦争

「ロシアのプーチンはウクライナ、欧州、世界に混乱をまき
散らしている。ウクライナとともに立ち、必要な武器を提
供すればプーチンを止めることができる」
➡ロシアへの経済制裁とウクライナへの軍事・経済・人道
支援の継続を支持

「米国はウクライナにどの国よりも多くの額を援助している。私が
大統領に当選したら、直後にロシアとウクライナの恐ろしい戦争
に決着をつけさせる」
➡ウクライナ支援を減額するか借款にする。ウクライナの東部・
南部のロシアへの一部割譲案を検討との見方も

中国

「私は対立を望んでいるのではなく、競争に打ち勝つことを
望んでいる。中国の不公正な経済慣習に立ち向かい、最先
端技術も供与しない。これほど中国に厳しく対処した大統
領はいない」
➡台湾や南シナ海問題など安全保障は日米豪印や米英豪な
どのネットワークを通じて抑止。独自の経済圏を確立する
サプライチェーンを再編

「エネルギー、テクノロジー、天然資源、医療品などの戦略的国家
資産に対する中国のアクセスを制限し、将来的には購入できない
ようにする。国家安全保障を脅かす中国の資産は売却させる」
➡「米国第一」の観点から「米国の国益を断固として守る」とい
う姿勢を継続し、中国共産党との対決姿勢を鮮明に

イスラエル・
ハマス戦闘

「イスラエルの防衛は重要であり、武器の提供を止めること
はない。しかし、国際法は守るべきで、結果的に多くのパ
レスチナ人の命を奪うことはあってはならない」
➡無条件での停戦には反対だが、人道被害が拡大する現状
には懸念。ガザに生活物資を送るため、空中投下の継続や
海上港の建設に着手

「和平を実現し、戦争を終わらせなければならない。イスラエルは
非常に慎重に行動すべきだ」
➡イスラエルを支持し、１期目にはエルサレムの支配権を付与す
る中東和平案を提案。一方、中東の紛争には巻き込まれるべきで
はないとも主張

北朝鮮

「前提条件なしで北朝鮮との交渉に応じる」と表明している
が、核廃棄を本気で迫る交渉に自ら乗り出していない。韓
国との新たな核抑止協定を発表し、北朝鮮の核開発に対抗

１期目に歴史的な米朝首脳会談を実現。「完全かつ検証可能で不可
逆的な非核化」の追求と同時に「朝鮮戦争の完全な終結」を模索
したが、２回目の会談で決裂。金正恩氏と築いた個人的関係を基
盤に外交も

イラン
「中東の安定には、イランの脅威封じ込めが必要だ」とし、
米主導の紅海有志連合を結成。一方、トランプ前政権時に
破棄した核合意の交渉再開を模索したが、進展せず

「私が大統領だったら、イスラエルへのイランの報復攻撃はなかっ
た」と主張。核合意からの離脱、革命防衛隊司令官の殺害許可など、
１期目と同様に強硬な対イラン政策が想定される

バイデン氏とトランプ氏の外交政策比較
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対
立
す
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

　

一
方
、
意
見
を
異
に
す

る
最
大
の
も
の
が
、
同
盟

政
策
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ

氏
は
同
盟
を
否
定
こ
そ
し

て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
投

じ
る
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る

と
感
じ
て
お
り
、
同
盟
国

に
多
く
の
負
担
を
求
め
て

い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
大

統
領
当
時
、
す
べ
て
の

N
A
T
O
加
盟
国
に
国
内

総
生
産
（
G
D
P
）
の

2
％
を
国
防
費
に
充
て
る

よ
う
強
要
し
、
日
韓
に
も

米
軍
駐
留
経
費
を
増
額
す

る
よ
う
求
め
た
。
同
盟
を

「
負
債
」
と
と
ら
え
る
ト

ラ
ン
プ
氏
に
対
し
、
こ
れ

を
「
資
産
」
と
位
置
付
け

る
伝
統
的
な
政
策
を
継
承

す
る
の
が
バ
イ
デ
ン
氏
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
、
す
で
に
述
べ
た
通

り
だ
が
、
米
国
シ
ン
ク
タ
ン
ク
幹
部
は
「
ト
ラ
ン
プ
氏
が
『
米
国
第

一
』
な
ら
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
『
同
盟
第
一
』
だ
」
と
ま
で
言
っ
て
い

る
。

　

こ
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
異
な
る
方
向
を
向

い
て
い
る
の
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
だ
。
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
ロ
シ
ア

と
の
戦
い
を
支
援
す
る
た
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
・
人
道
支
援

を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
欧
州
や
日
本
な
ど
の
同
盟
国
も
共
同
歩

調
を
取
っ
て
い
る
。
2
0
2
2
年
2
月
の
ロ
シ
ア
の
侵
攻
以
降
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
支
援
は
7
5
0
億
㌦
に
上
る
。
ロ
シ
ア
の
プ
ー

チ
ン
大
統
領
を
独
裁
者
と
糾
弾
し
、「
必
要
な
武
器
を
必
要
な
だ
け

送
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
プ
ー
チ
ン
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
N
A
T
O
諸
国
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
を
十
分
に
負
担
し
て
い
な
い
と
批
判
し
、
支
援
に
貢
献
し
て
い

な
い
同
盟
国
を
ロ
シ
ア
が
攻
撃
し
て
も
放
置
す
る
か
の
よ
う
な
発
言

を
し
て
い
る
。「
N
A
T
O
と
の
関
係
を
見
直
す
」
と
し
て
、
脱
退

も
ほ
の
め
か
せ
る
。「
私
が
大
統
領
に
当
選
し
た
直
後
に
、
ロ
シ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
を
決
着
さ
せ
る
」
と
も
豪
語
し
て
い
る
が
、

米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東
部
や
南
部
ク
リ
ミ
ア
を

割
譲
す
る
ロ
シ
ア
寄
り
の
調
停
案
を
構
想
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
置
き
去
り
に
し
た
和
平
案
は
、
欧
州
の
同
盟
国
に

と
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
を
増
長
さ
せ
る
だ
け
の
悪
手
に
映
る
だ
ろ
う
。

及川　正也（おいかわ・まさや）氏
　早稲田大学政治経済学部卒。1988年毎日新聞社入社。92
年政治部。首相官邸や自民党、新進党、民主党など90年代～
2000年代の政界再編を取材。防衛省や外務省を長く担当
し、東西冷戦後の日本の外交・安全保障政策を取材した。05
年ワシントン特派員。アフガニスタン・イラク戦争やオバマ氏
が勝利した08年大統領選を取材。政治部、経済部、外信部各
副部長を経て13年北米総局長。16年大統領選ではトランプ氏
を取材した。論説委員、論説副委員長を経て21年専門編集委
員。「琉球の星条旗」（講談社）の執筆と編集にあたった。
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こ
う
し
た
妥
協
案
に
は
、
共
和
党
内
に
も
反
発
が
あ
り
、
仮
に
ト
ラ

ン
プ
氏
が
次
期
大
統
領
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
実
現
す
る
可
能
性
は

小
さ
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
政
策
が

国
民
の
十
分
な
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
と
も
言
い
難
い
。
と
も
に
、

欧
州
の
こ
と
は
欧
州
が
主
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え

方
で
は
そ
れ
ほ
ど
違
い
は
な
い
。
こ
れ
も
「
疲
弊
し
た
米
国
」
の
裏

返
し
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。


